
中江川調節池の運用開始について 

～水害を大幅に減らします～ 

中江川下流域の浸水被害軽減を目的として、中江川調節池（小牧市）は１９９１年の台風

１８号を契機に、１９９５年度より床上浸水対策特別緊急事業（※１）に採択され、事業着

手しました。 

その後、２００７年１０月に策定された一級河川庄内川水系新川圏域河川整備計画（※２）

への位置付けを経て、総合治水対策特定河川事業（※３）により整備を進めてきました。  

この度、本調節池の工事が完了し、２０２０年７月１０日から運用を開始しますのでお知

らせします。 

１ 施設概要

・施設名：中江川調節池 

・整備箇所：小牧市多気南町地内 

・河川名：一級河川新川水系中江川 

・調節容量：５８，０００ 

・整備面積：３４，５００㎡ 

・調節量：１０  /s 

・施設管理者：愛知県 

２ 整備効果 

・東海豪雨と同規模の降雨があった場合に、調節池より下流の水位を１０～２０ｃｍ程度

低減させます。 

・２００４年３月に完成した中江川水門及び排水機場の整備効果と併せ、最大９７ｃｍ程

度水位を低減させ、中江川流域（※４）の浸水面積を約１３７ｈａから約４３ｈａに減

少させます。（約９４ｈａの減少） 

３ これまでの経緯 

１９９５年度 床上浸水対策特別事業採択・地元説明会開始 

１９９９年度～２０１８年度 用地買収 

２００４年３月 中江川水門・排水機場完成 

２００７年１０月 一級河川庄内川水系新川圏域河川整備計画の策定 

２００８年３月 工事着手 

２０２０年６月末 工事完了 
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○調節池とは 



※１床上浸水対策特別緊急事業 

  過去概ね１０年間で氾濫のあった河川について、概ね５ヵ年程度で床上浸水被害を解消

するための河川改修事業。 

※２河川整備計画 

  河川整備基本方針に沿った当面（今後概ね２０～３０年）の河川整備の具体的な内容を

定め、河川整備の計画的な実施の基本となるもの。 

※３総合治水対策特定河川事業 

  都市化の進展に伴い治水安全度の低下が著しい流域において、流域対策とともに行う河

川改修事業。 

※４中江川流域 

  小牧市、豊山町、北名古屋市にわたる合瀬川と大山川に挟まれた低地（添付資料参照）。 






